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周
辺
の
地
区
画
整
理
を
計
一
時

の
仙
川
-
刈
M
U
似
…
の
協
力
に
よ
っ
て
仰
げ
の
地
陥
械
の
問
問
跡
内
役
会
隠
し
て
ゆ
舟
淡
明
、
き
る
よ
う
後
く
緩
ん
で

は
早
期
に
実
滅
さ
れ
る
の
で
は
都
市
削
計
阪
に
緩
く
よ
京
総
説
綴
淡
い
ま
す
。
療
に
ど
淡
燃
と
ど
協

な
い
か
と
息
わ
れ
ま
す
。
潟
市
ゆ
ゆ
般
の
則
前
制
開
設
州
問
で
、
閣
備
な
カ
が
捕
時
ら
れ
ま
し
た
一
な
ら
ば
、

な
お
、
何
で
は
、
鉄
滋
住
お
関
係
部
川
浴
に
お
い
て
滋
間
明
会
総
ザ
滋
お
T
m
w
コ
鴻
片
付
恥
附
聞
か
れ
る
蹴
爪
mw

同
抽
出
お
よ
び
新
駅
設
佳
子
ιは
ほ
地
安
閑
胤
抽
出
し
て
お
り
ま
す
。
拙
嶋
中
β

絞
殺
ゐ
慌
に
か
け
た
上
旬
、

減
対
辺
の
終
机
州
、
青
山
、
下
ケ
一
戸
地
元
民
各
総
の
ど
殺
後
と
ど
幾
匁
緩
か
ら
家
殺
に
品
痛
手
し
た

ず
川
野
山
に
ま
た
が
る
約
七
十
万
協
力
に
よ
っ
て
、

ζ

の
設
鐙
が
い
と
怒
っ
て
お
号
ま
ず
。

と

品
拭
滋
燃
は
閉
会
で
は
、
品
商
悦
山
総

抗
似
凶
艇
の
ふ
中
等
抽
出
援
に
約
附
山

Y
H
W

の
齢
制
地
地
を
求
め
て
、
鉄
浴
料
刊
日
付

絞
申
告
三
百
封
戸
札
征
伐
ぷ
一
す
る
こ
と

に
な
与
、
日
夜
く
詰
ぶ
の
述
び
と

な
っ
て
お
号
ま
す

Q

し
か
し
な

が
ら
、
こ
の
培
域
は
交
通
の
叫
院

が
非
常
に
悪
く
、
今
位
置
の
党
日
明

を
織
す
る
た
め
に
は
交
述
の
刊

僚
を
図
ら
ね
ば
な
ら
な
い
状
況

に
あ
ち
ま
す
。

そ
ζ
で
即
時
唱
刷
会
で
は
、
鉄
道

佐
代
ψ

唱
団
地
の
形
成
に
呼
応
し
て

こ
の
池
山
崎
に
税
制
軌
を
位
置
し
よ

う
と
、
去
る
七
月
の
定
例
柏
市
刷
会

で
新
制
執
山
純
資
促
議
一
決
議
な
凶
行
い

ま
し
た
。

長
年
に
わ
た
り
町
の
懸
案
で

あ
り
、
ま
た
九
七
河
川
氏
の
要
望
で

も
あ
り
ま
し
た
上
下
水
排
水
路

の
施
設
工
事
も
、
三
十
四
年
来
も

ち
ゃ
く
ち
ゃ
く
と
そ
の
遂
紗

の
災
な
あ
げ
、
ナ
マ
に
附
吋
滋
常
抑

火
琴
線
〔
判
V

か
り
お
全
域
ム
お
よ

び
白
山
川
の
一
細
川
〉
、
附
町
山
悠
位
照
入

号
線
ハ
附
側
針
滅
的
例
措
雌
h
ツ
〉
、
潟

市
問
皆
附
限
移
総
ハ
糊
間
服
仰
木
寸
哨
現
行
ノ
〉
、

防
総
然
十
H
V附緋(ト
A

品
ん
ぬ
す
か
ら

儀
作
に
一
部
ふ
る
市
関
与
〉
、
前
吋
滋
第

一
以
十
六
号
線
ハ
附
悶
小
後
〉
、
そ

の
仙
問
ム
ハ
総
同
腕
、
期
制
泳
、
俗
的
取
柏
崎

阪
で
…
一
一
時
総
線
付
凡
打
U

字
減
榊
仇
官
級
淡

し
紛
ぷ
お
よ
び
山
内
京
市
W

絵
本
w
h

町
直
営
の
土
木
セ
ン
タ

i
誕
生

排
水
蕗
設
の
謀
議
力
む
字
講
を
製
造

び

さ
っ
そ

く
関
係
市
防
庁
に
新
駅
必
絞
の
附
同

協
な
隙
開
削
附
し
て
お
り
ま
す
。

相
判
同
航
ぷ
絞
め
日
川
泌
し
は
作
総

に
開
明
る
い
も
の
が
あ
り
、
八
月

二
十
一
一
一
伐
に
は
w
m
波
紋
滋
的
閣
総

関川
m
w
M
附
抑
制
一
一
十
数
か
怖
が
務
凶
問
測

定
躍
の
た
め
潟
市
防
窃
れ
ま
し
た
。

新
開
机
仰
は
僚
に
つ
い
て
紋
滋
当
防

で
は
、
工
事
品
H
惨
め
地
対
前
川
附
加

を
相
就
ん
で
お
り
ま
す
の
旬
、
こ

[コンクヲートミキサーの作業E霊祭3

万
全
を
制
摘
し
、
と
の
品
地
区
の
住

誌
の
か
た
が
た
か
ら
好
評
を
捕
押

し
て
い
ま
す
。

首
都
へ
の
波
郊
却
都
市
と
し
て

そ
の
緩
遂
を
鶏
体
内
冬
れ
る
本
町
内

に
、
近
代
骨
え
た
後
設
の
持
活
織
と

し
て
性
問
氷
弥
氏
綴
mu
万
全
を
織
す

る
た
め
、

H
U
均
十
議
を
制
訟
判
ほ
し
そ

の
側
部
誠
買
に
必
ず
ベ
く
、

ζ

の
た

び
会
本
化

γ
タ
ー
が
端
純
ゑ
い
た

し
ま
し
た

Q

持
制
下
れ
り
と
ζ
ろ
二
十
制
問
セ

y

チ
メ

1
・P
舟

X
ご
十
お
も

Y
F
メ

ー
ト
ル
の
お
緩
徐
後
二
十
州
料
、
山
一
一

心
3

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
×
一
一
一
十
セ

ソ
チ
メ
ー
ト
ル
mw
糊ザバ持一一…十綴

号
、
キ
サ
i
て
…
口
、
パ
イ
プ
u
v
y

シ
務
ジ
一
法
、
持
際
日
撚
市
帯
二
μ
仇官

蛾
綿
入
し
、
一
吋
討
に
五
十
崎
開
な
い

し
六
十
絡
を
制
緩
磁
し
て
い
ま
す

当
初
本
臨
開
れ
で
あ
っ
た
作
議

員
も
、
-
h

九
ぴ
を
笈
ね
る
に
し
た

が
い
品
開
率
が
お
ど
と
に
向
上
し

1
1
5
製
造
工
場
に
比
絞
し
て

ま
さ
る
と
も
劣
ら
ぬ
袋
u
仰
を
製

造
し
て
い
ま
す
。
製
造
単
協
附
も

古
市
婚
に
比
的
思
し
て
遥
か
に
安
く

製
造
し
う
る
も
の
で
す
。

こ
の
発
展
途
上
の
土
木
セ

ν

タ
ー
を
立
証
仇
に
育
成
し
、
よ
り

よ
い
祭
品
を
よ

9
安
く
一
箆
で

も
多
く
製
造
し
、
我
孫
子
町
排

水
施
設
工
事
の
原
動
力
と
し
て

本
年
度
排
水
浴
敷
設
計
画
に
そ

う
べ
く
万
全
を
淑
し
て
い
ま
す

こ
こ
に
町
夜
営
の
土
木
セ
ン

タ
ー
の
誕
生
な
お
知
ら
せ
し
て

旬
以
く
附
町
民
の
皆
さ
ま
方
の
ど
協

力
安
お
闘
闘
い
い
た
し
ま
す
。

門
家
紙
写
真
M

t也
域



特

殊

法

人

我

様

子

町

高

金

会
川
附
側
一
一
一
一
円
》
に
の
ぼ
る
経
営
、
議
題
抑
制
緩
寝
込
つ
旋
し
た
ち
、
ち
ら

規
模
の
小
さ
い
総
工
業
者
mw
多

川

W
淡
械
部
予
附
商
工
会
定
款
に
後
級
一
段
の
晶
泊
中
等
を
し
た

年
の
念
娠
で
あ
り
ま
し
た
総
工
の
制
必
に
つ
い
て
号
、
と
き
に
は
地
区
内
商
工
業

会
沖
院
が
も
去
る
五
月
十
一
-
一
段
に
紛
我
孫
平
均
夜
ヱ
ム
阿
川
仰
年
の
実
情
を
お
常
認
し
総
同
紙
、
篠
崎
情

般
に
お
け
る
家
裁
一
計
泌
鰭
悼
の
対
策
そ
た
て
た
り
し
て
、

淡
弘
法
に
つ
い
て
判
総
合
的
に
潔
工
業
の
振
興
安
財
閥

ω机
研
鈴
予
防
衛
工
会
初
年
る
も
の
明
、
す
。
し
か
し
こ
の
時
間

度
に
お
け
る
絞
文
子
纂
律
に
い
う
商
工
会
と
は
、
ぷ
問

決
定
に
つ
い
て
二
線
工
会
が
原
則
州
で
す
か
ら
、

ω後
孫
子
町
商
工
会
俊
民
潟
市
け
の
路
工
業
者
の
滋
車
十
数
が

嚇
間
伐
に
つ
い
て
知
加
入
中
込
み
そ
し
な
い
と
認
可

俗
そ
の
仙
波
紋
漢
に
必
終
な
に
な
り
ま
せ
ん
G

杯
出
っ
て
せ
っ

事

漬

か

く

の

混

と

泉

市

叩

機

紛

も

持

ん

は

り

ら
れ
な
い
こ
と
に
な
り
京
す
。

本
附
刊
は
篠
山
涼
一
都
に
隣
接
し
、

V 
'-

以
来
、
我
孫
子
均
衡
エ
迷
合

会
で
は
、
こ
の
商
工
会
淡
に
緩

い
た
淵
附
γ
ふ
ん
百
に
切
り
替
え
る
た

め
の
枇
郎
総
会
汲
め
て
お
れ
ツ
ま
し

た
が
、
材
料
し
い
出
附
γ
品
会
へ
の
入

会
申
込
者
も
約
五
百
人
仰
い
淡
し

刊
紙
作
品
探
知
加
他
人
に
よ
る
定
款
菜
、

市
争
議
針
断
然
、
予
算
祭
等
も
で

き
ま
し
た
の
句
、
本
向
際
工
業

の
淡
路
的
発
醒
慣
を
め
J

内
切
し
て
来

る
九
月
五
日
午
後
一
時
か
ら
然

一
小
学
納
税
総
設
に
お
い
て
総
支

総
会
を
は
な
ば
な
し
く
間
関
拙
揮
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
a

次
に
創
立
総
会
開
陣
地
織
公
合
役

締
役
し
、
そ
の
設
立
懇
意
の
大

西
討
を
述
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

我
孫
子
衛
官
開
ヱ
会

創
立
総
会
総
燦
公
血
縁

総
数
予
防
衛
工
会
創
設
絡

会
を
家
絞
め
と
お
り
間
関
縫
い

た
し
ま
す
。

で
自
時
昭
和
…
…
一
十
混

血
叶
ふ
ん
月
五
日
午
後
一
時

二
、
場
拡
間
後
孫
子
町
立

第
一
小
学
校
総
数

v' あ幸民広

肌
制
品
品
輸
臨
時
品
の
大
要

商
工
帯
魚
品
告
の
疑
問
品
勺
お
っ
た

1

満
開
工
会
の
絞
綴
等
に
関
す
る

総
体
時
」
減
、
去
る
六
月
十
良
か

ら
施
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
時
間
徳
川
林
、
品
川
ふ
と
し
七
町

内
に
お
け
る
寓
不
皆
訴
の
総
合
約

九
拍
数
精
皆
殺
逮
を
開
出
る
こ
と
役
会

絞
と
し
、
そ
の
悶
制
約
達
成
の
た

め
に
回
開
と
燥
が
紛
紛
し
よ
う
と

す
る
J

も
の
で
す

J

O

そ
の
お
も
な

る
も
の
一
法
、
市
岡
工
会
に
公
料
舶
の

拭
聴
料
臨
時
は
骨
髄
撤
回
及
員
と
呼
ぶ
知
明
諮
問

相
手
が
、
僚
と
附
m
m
w
臨
資
制
出
で
漬

か
れ
、
会
員
の
時
総
掛
橋
ふ
の
い
ろ

い
ろ
な
相
談
を
受
け
た
り
、
b
社

畿
の
繊
同
例
会
や
姐
講
習
会
を
開
聞
い

た
り
、
税
緩
和
、
金
織
に
つ
い
で

tとLよりの議砥霊童憐1
古家法都、i九時十五臼~ニ十一aJ

Fおとし主ち‘おか汁くがきいJ
仁夕刊主、それほど緩いぼれて

おらん、あなt?料、出
P 

今
後
大
工
場
の
滋
刷
叫
に
終
う
治

資
組
合
や
滋
賀
会
、
湾
総
会
叫
仙

の
議
出
出
、
拙
附
+
従
布
同
市
出
期
間
mw
刷出現

も
地
唱
え
ら
れ
、
絞
首
汁
の
出
向
出
同
街

へ
の
町
民
迫
と
い
う
淵
偶
数
も
起
る

↓
開
能
性
も
強
い
ム
引
け
で
す
。
か

か
る
お
れ
ツ
で
も
為
ち
ま
ず
か
ら

新
し
い
ル
献
体
停
の
檎
略
行
を
撲
に
早

急
に
新
品
誌
に
よ
る
術
工
会
安
部
認

定
し
、
出
関
ヱ
ム
訓
告
一
山
中
心
に
一
数

悶
開
計
制
し
て
、
こ
れ
ら
の
滞
納
臨
も

と
も
ど
も
は
削
究
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
符
じ
ま
ナ
。

料
品
と
簡
単
に
設
ふ
誌
の
愉
附
同
時
な

ゆ
期
ベ
ま
じ
た
が
、
町
内
務
γ

ふ惜勲

本
官
の
向
日
胤
怖
の
ど
溶
解
と
絶
大
な

る
ど
協
力
と
に
よ
り
、
ム
ー
尚
昆
が

ご
加
入
く
だ
さ
る
な
ら
ば
は
な

は
だ
怒
と
存
じ
ま
す
。

第
一
小
学
校
講
堂
で

敬
老
母
子
家
庭
の
慰
安

九
月
十
五
お
は
吋
と
し
よ
ち

の
日
」
で
す
。
こ
の
日
か
ら
一

明
阻
開
削
を
「
と
し
よ
れ
ツ
の
福
祉
税

遇
制
削
」
と
し
て
、
各
地
で
と
し

よ
れ
ツ
を
い
た
わ
り
駁
ぬ
る
似
し

が
刊
行
れ
は
わ
れ
ま
す
。

ζ
A
W

滅
的
ぷ
ち
な
ん
で
、
本

的
で
は
九
月
下
句
作
恥
次
の
よ
う

な
敬
老
・
母
子
{
欲
的
時
総
決
行
楽

令
子
的
止
し
て
お
り
ま
す
。

ω級
品
骨
・
綾
子
欽
庭
約
一
千
人

宏
一
小
絞
殺
に
附
開
化
付
し
て
、

府
知
宏
大
会
合
醐
州
帥
識
し
ま
す
。

舶

W
絞
綴
玄
十
年
の
老
人
炎
総
に

殺
し
て
、
奥
州
知
率
か
ら
の
記

念
品
総
索
令
刊
行
い
ま
す
。

州
刷
本
年
八
十
人
才
以
ト
ム
〈
仙
紙
加
え

和
十
〉
に
途
し
、
一
一
年
以
ふ
泳

附
叫
に
臨
締
役
き
れ
て
い
る
お
と

し
よ
ち
に
対
し
て
肺
門
か
ら
敬

義
年
金
安
支
払
加
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
黒
で
泳
、
世
間
九
十

り
、
本
酎
刊
で
は
次
の
七
人
の
か

た
が
た
ζ
の
養
老
金
を
見
丸
山
り
ら

れ
ま
す
。

間
関
門
川
ま
ん
さ
ん
〈
m
開
)
続
本

岩
井
五
郎
助
さ
ん
〈
削
恥
〉
符
向

調
判
断
り
ゃ
う
さ
ん
(
的
出
〉
命
後

中
村
h
u
め
さ
ん
(
川
出
)
我
孫
子

千
貯
聞
き
く
さ
ん
ハ
川
町
〉
命
線

経
立
は
っ
き
ん
〈
削
削
〉
綴
戸

城間
v
F栄
太
郎
さ
ん
〈
同
開
〉
隣
市
総

お
じ
い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん

の
緩
い
は
、
気
の
蹴
枠
が
ら
れ
た

号
、
同
閉
め
ら
れ
た
争
、
甘
や
か

謀
れ
た
り
、
ま
た
年
に
一
夜
の

絞
殺
ム
闘
で
糊
刊
誌
京
総
裟
を
見
せ
て

も
ら
う
と
と
ば
が
り
で
な
く
、

治
体
明
宏
Mm
の
心
配
も
な
く
市
京
市
捕

に
務
総
燃
料
に
過
し
た
い
と
い
う

と
と
だ
と
開
制
い
ま
す
。
で
す
か

ら
管
さ
ん
も
災
繁
栄
滋
に
お
い

て
、
滋
い
家
窓
の
ふ
ん
い
州
況
で

ー
お
じ
い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
設

お
守
り
し
て
や
っ
て
く
だ
さ
い

(4) 
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的
、
械
翻
閥
閥
、
湖
阿
殺
事
項
等
を
次

に
述
べ
℃
、
際
絞
め
ど
怒
鮮
と

ご
劫
働
力
を
お
願
い
い
た
ず
し
だ

い
で
す
e

陥
制
約
綱
引
叙
の
抗
出
率
は
、
大
笠

宮
年
に
樹
抑
1
燃
の
棚
問
中
食
が
行
わ

れ
、
今
年
mw
級
官
抵
は
傭
附
9
問問問問

に
な
り
ま
す
が
、
爽
総
状
況
は

次
の
と
お
h
J
で
す
。

ー
間
関
火
災

g
年
(
大
器
加
議
〉

2
日
出
火
五
日
州
知
仲
ハ
的
関
易
V

3
日
間
柄
昭
和
5
キ
ハ
中
人
淵
刷
機
〉

4
間
関
昭
和
閉
山
和
十
〈
拙
間
続
制
〉

5
同
州
削
削
和
相
泌
総
@
(
大
規
模
〉

6
問
問
削
和
判
的
制
和
小
〈
臨
時
)

7
週
間
用
務
総
年
〈
ふ
人
一
線
淡
V

日
間
関
絞
殺
鈴
年
〈
帥
開
ゑ
〉

9
問
問
問
蛸
和
利
初
年
(
大
綱
携
描
情
)

な
お
、
険
制
御
湘
制
援
で
は
な
い

が
、
明
昭
和
脱
却
や
2
同
月
間
糾
問
、
問
哨

山
相
柏
山
キ
ロ
月
1
ロM
お
よ
刊
小
限
利
判

明“お小
4
同
月
銭
円
口
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
人
口
湖
制
緩
が
行
わ
れ
、
ま
た

昭
和
的
ω
年
に
冷
静
剤
役
人
災
潟
蕊

が
災
件
処
さ
れ
ま
し
た
。

開
制
御
湘
制
査
は
、
人
口
の
ふ
〈
脅

さ
、
八
す
お
お
よ
ぴ
械
情
迭
を
明
ら

か
に
し
、
閥
、
や
減
方
公
共
悶
間
体

ハ
惜
民
占
市
町
村
な
ど
〉
の
行
政
組
時

録
後
mw
基
礎
的
な
資
料
安
得
る

河
口
約
で
刊
行
わ
れ
る
今
国
的
な
瑚
阿

世
主
で
あ
り
、
そ
の
災
体
的
問
用
途

捻
た
と
え
ば
、
凶
胤
中
点
内
部
付
組
棋

ハ
附
闘
か
ら
坦
府
中
市
耐
町
村
な
ど
に
焚

付
容
れ
る
お
金
〉
算
定
の
慈
礎

資
料
ぺ
同
盟
淡
路
問
符
の
絵
札
制
、
将

来
人
口
の
総
定
、
淡
路
定
数
の

決
定
ー
な
ど
き
わ
め
て
多
方
衡
に

わ
た
引
て
い
ま
す
。

組
問
交
の
総
統
的
問
な
総
聞
は
本

邦
の
全
域
で
す
が
、
刊
行
政
綾
の

及
ば
な
い
地
裁
は
除
外
さ
れ
ま

す
。
と
の
陥
池
山
棋
に
あ
る
金
殺
役

者
が
潤
附
絞
め
品
川
崎
部
と
な
り
ま
す

調
査
対
象
の
と
ら
え
カ
に
は

線
復
品
地
主
義
〈
朝
間
受
柊
点
un
叫山

間丹
1
口
同
午
前
零
時
銭
に
い
た
場

一
機
マ
人
口
殺
と
ら
え
る
方
法
〉

と
常
住
地
ゑ
緩
〈
常
住
地
で
人

口
を
と
ら
え
る
方
検
〉
と
が
あ

号
、
戦
裁
の
同
国
勢
明
附
査
は
す
べ

て
灘
小
飢
品
問
中
市
議
に
よ
っ
て
い
ま

し
た
が
、
開
閉
山
判
お
俸
の
同
盟
勢
認

査
か
ら
凶
弘
、
行
政
ぷ
mw
料利用出肢

が
世
間
い
常
住
地
主
義
d
F
M
怖悶
mN口

れ
て
い
ま
ナ
。

今
闘
の
級
官
践
の
議
資
事
項
は

氏
名
、
世
批
判
中
中
ふ
と
の
総
き
柄
、

謀
本
選
挙
人
名
簿
の
作
成

毎
年
九
月
十
五
日
付
幾
骨
院
で
作

w
制
緩
家
選
挙
人
名
簿
山
林
、
こ
と

し
も
次
の
務
一
件
を
綴
え
た
か
た

が
た
そ
、
然
災
後
綴
簿
な
ど
に

義
い
て
調
間
交
し
て
、
十
月
一
ニ
十

一
日
ま
明
、
に
作
ち
ま
す
。

ム
暗
然
令
後
件
付
耐
用
和
十
五
年
十

一一
ω
月
一
…
十
一
日
以
誌
に
生
れ

た
ガ

今
後
…
的
姿
品
汁
限
移
一
一
一
十
笈
年

大
将
月
十
六
日
以
後
か
ら
引
絞

寺
本
附
叫
に
ゆ
税
金
さ
れ
て
い
る

方と
の
基
本
幾
挙
人
N

術
総
獄
、

十
一
月
五
お
か
ら
十
一
月
十
九

日H
ま
で
・
十
双
割
問
、
役
場
お
よ

び
期
間
芯
支
所
、
術
品
肱
市
文
一
燃
で
皆

さ
ん
に
目
見
て
い
た
だ
き
、
滋
し

制
時
機
構
や
柄
拘
同
り
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
ら
に
の
期
間
州
内
に
異
議
の
申

立
愛
し
て
も
ら
う
と
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
十
二
月
一
一

十
日
に
穣
定
、
と
の
口
問
か
ら
ム
来

年
の
十
一
一

nEF九
日
ま
で
の
一

年
附
凶
作
い
日
付
わ
れ
る
選
挙
に
使
用

さ
れ
る
き
わ
め
て
大
切
な
も
の

で
す
。な

お
、
選
本
選
挙
人
命
術
簿
作

淡
の
状
等
が
、
友
し
く
か
っ
務

易
に
で
き
る
よ
う
に
ナ
る
た
め

本
町
に
往
ん
で
お
ら
れ
て
い
て

倹
間
同
法
録
を
し
て
い
な
い
カ
は

今
す
ぐ
に
彼
氏
登
録
を
し
て
く

だ
さ
い
砂

一言
ナ
た

M
ふ

M

M

M
A下
一

…
油
国
市
芳
明
炎
終
次
官
舟
…

…
桝
宏
一
一
一
議
品
執
務
…

…

緩

-

一

体

H

…
問
問
機
訓

M
mケ
木
吹
一

一
い
ん
凶
山
武
制
措
械
的
滅
後
品
抑
え

れ
明
日
記
自
主
目
間

例
町
幻
一
鈴
1
z
a
1

叩
1

日
間
月
号
持
月
島
幸
一
月
四

一

い

け

作

〉

作

務

務

一

一
蹴
誠
一
J
4
税
関
…
鶴
…
…

川
開
制
限
融
問
山
跡
器
時
市

…MM
M

肌
〈
入
(
鰯
疲
森
一

一h
判
。
〈
V

〈V
義
人
V
湾
問
問
…

一

山

}

必

問

樹

祭

採

山

!

i

j

'

 

…

決

射

線

に

に

…
れ
立
法
問
題
一
一
騒
…

性
別
、
徴
金
縁
叫
月
日
、
阪
湾
、

配
偶
関
係
、
劫
札
冊
減
状
、
海
.
…
術
開
隣

絞
媛
、
時
時
業
、
後
輩
同
上
の
掛
川
伎

俳
批
骨
材
掛
概
制
加
、
伎
一
附
措
龍
倒
的
、
検
府
知

の
博
問
時
骨
関
係
、
限
的
住
祭
の
畳
数

一
年
誌
の
常
住
然
、
級
官
問
、
統

婦
問
女
子
の
結
幾
年
数
の
山
山
崎
川
拙
品

数
、
制
州
議
昨
州
側
側
、
従
業
地
〈
晴
雄

議
後
務
総
瀬
、
家
封
則
的
棋

…
狩
獄
講
習
会
山

山
の
お
知
ら
せ
山

新
し
く
本
附
将
殿
か
ら
狩
脳
内
Am

殺
を
受
け
た
い
方
同
体
、
帥
付
添
柑
締

期
開
設
後
山
り
ま
せ
ん
と
免
許
を
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
か
ら
、
必
ず
仲
付

加
却
時
間
鴨
引
を
滅
工
げ
て
く
だ
さ
い
。

月
九
銭
申
込
書
は
、

'A紋織嚇榔燃岬濃

淡
に
間
開
設
し
て
あ

9
ま
ず
。

な
お
、
仲
村
樹
制
緩
沼
会
の
日
夜

ち
盤
寸
は
次
の
と
お
ち
で
ず
。

A
V
と
き
十
月
六
日
制

A
V
受
付
糊
期
間
関
午
前
八
時
か
ら

が
約
九
出
時
ま
で

。
韓
同
穏
務
総
午
前
ふ
ん
出
吋
か
ら

午
後
間
問
時
ま
で

。
と
こ
ろ
松
戸
市
吊
公
開
問
餓

A
V
袖
押
鯵
す
畠
も
の
筆
記
府
間
的

印
刊
紙
雌
九
悶
枕
食

169 



糸川叫件付

に
ひ
ど

く
4
H
哨っ

て
主
た

道
路
上
の
府
間
新
緑
仰
を
ね
ら

い
と
し
て
、
十
一
月
一
れ
か
ら

「
道
路
交
通
法
」
が
諸
行
さ
れ

ま
す
。
こ
の
法
律
は
ケ
の
「
道

一
路
交
述
取
締
法
」
を
人
半
面
的
に

一
改
正
し
た
も
の
で
、
氏
比
一
行
也
岩
山
山

一
議
に
重
点
を
お
さ
交
通
の
安
全

一
と
内
滑
な
隠
る
も
の
引
に
す
c

一
令
歩
行
者
保
護
の
強
化

一
敏
治
〈
V

料
品
点
は
も
ち
ろ
ん
、
作
中
〈
差

中
点
以
外
的
場
所
で
も
歩
行
窓
口
伊

一
横
綴
券
市
域
密
絞
っ
て
い
る
と
き

…
は
、
滋
凶
体

4

防
防
附
議
す
る
か
体
問

一
…
り
し
て
淑
vrhN
緩
め
滋
ハ
ね
な
妨
げ

…
な
い
よ
う
に
ず
る
白

…
。
院
の
悶
ル
え
な
い
人
、
W
付山内側間

一
え
な
い
入
、
小
持
ナ
没
、
沙
問
路
九
位

…
ど
が
件
特
命
旬
以
仰
い
な
し
明
、
ぶ
い
て

一
い
る
と
き
は
、
川
製
法
会
的
吋
山
山
げ
ふ

一
す
る
か
料
開
一
り
す
る
。

{
仇
相
ガ
ソ
ザ
リ
J

・
ス
タ
ソ
ド
や
ぶ

.
L
ほ
へ
入
る
、
に
め
の
市
平
ぶ
r
h
ゃい成会

r
N
ア
後
切
る
と
き
は
、
止
が
一
滋
ぬ
ん
す
ん
間

一
で
一
時
山
停
止
す
る
。

一
む
が
ん
滋
が
品
備
し
い
の
に
参
議
ヤ
山
袋

一
の
区
泌
が
な
い
道
的
時
で
は
、
送

行
一
的
坊
の
会
側
捕
後
に
歩
行
者
む
た
め

ヨノ一

0
・
豆
メ
!
ト
ル
の
余
治
安
時
識

は
一
し
て
駐
車
す
る
よ
う
に
す
る
。

同
月
一
@
歩
行
者
の
義
務
と
し
て
援
問
山

吉
一
歩
道
を
九
絞
る
こ
と
、
然
体
問
胤
聞
を

年
一
し
な
い
こ
と
、
慈
の
す
ぐ
前
や

が
包
悶

刊
で
後
を
伸
機
切
ら
な
い
等
法
今
ま
で

耕
一
ど
お
れ
ツ
で
す
が
、
緩
い
ぬ
カ
持
政
に

一
つ
い
て
間
後
祭
~
溶
か
ら
注
産
さ
れ

一
た
場
合
泳
、
こ
れ
に
一
ほ
う
と
と

ム
が
き
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ん
げ
一
全
議
出
減
税
義
組
械
叙
す
る
芸
潔

品
暗
こ
の
持
政
協
体
的
り
は
同
前
川
と
す
る
は
公

瑠
城
市
り
後
会
と
即
日
議
開
殺
絞
る
た
め

V 
<.... ひL議う

一
日
か
ら
難
行
さ
れ
る

吋
道
路
交
瀦
法
い
と
は

十

い
い
~
僚
が
た
ま
や
で
λ

党
首
鴻
げ
か
マ
ヒ

状
況
に
m
M
る
お
そ
れ
が
み
め
る
と

き
は
、
明
治
会
z波
紋
川
県
mw
退
行
総

止
や
州
制
抑
制
、
後
哨
出
な
ど
双
山
w
d
h弘

同
制
送
が
と
れ
る
φ

@
途
ユ
引
な
貯
拡
綴
け
か
ふ
父
滋
宏
妨
げ

て
い
る
と
き
は
、
特
ぷ
心
吋
小
山
判
闘
い
か
淀

川
知
名
に
品
川
し
、
そ
の
泌
を
品
惜
の

場
所
へ
凶
伊
す
よ
う
お
じ
ら
れ
る

こ
の
場
合
、
沼
地
仁
科
半
世
が
見
お
た

ら
な
い
と
き
は
五
十
メ
ー
ト
ル

を
川
越
え
な
い
綬
縦
陣
内
で
そ
の
渠

を
移
め
で
き
る

Q

令
官
際
線
血
告
の
労
協
開
条
件
改
婆

九
公
送
手
段
滅
的
を
分
析
し
て

み
る
と
、
一
泌
い
中
+
J
M
日
後
続
人
で

ふ
ぬ
る
速
い
叙
ぷ
刊
に
絞
殺
な
労
働
条

件
け
や
泊
朝
除
し
て
い
る
引
先
制
問
が
多
い

品
滞
緩
い
全
は
校
以
伝
に
交
交
な

明
泌
総
合
さ
往
る
災
総
が
あ
る
ζ

と
そ
僻
明
ら
か
に
し
、
品
臥
判
例
、
対
関

川
労
、
山
初
羽
凡
な
ど
で
ほ
し
い
泌
紛

た
号
、
あ
る
い
は
滅
的
秋
山
の
う
ち

に
必
ぬ
で
は
な
ら
な
い
。

品
切
波
紋
お
が
え
ピ
i
ド
滋
…
代
々

的
品
、
み
な
け
れ
ば
Y
き
な
い
よ
う

な
然
汲
な
仕
事
役
人
総
じ
て
は
な

ら
な
い
。

争
開
凶
削
測
の
持
滑
化

品
切
ス
ピ
ー
ド
違
反
、
佐
川
免
許
波

紋
、
に
っ
ぽ
ら
い
一
北
松
な
ど
の

斑
町
田
只
な
浅
い
か
な
は
じ
め
と
し
て

巡
転
者
と
し
て
当
然
守
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
点
に
浅
反
す
れ

ば
認
刻
が
科
せ
ら
れ
る
。

品
申
活
気
お
び
運
転
で
も
ス
ピ
ー

ド
途
皮
、
信
号
無
視
な
ど
を
犯

せ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
違
反
に
つ

い
て
定
め
ら
れ
た
剰
の
二
倍
に

ま
で
加
議
さ
れ
る
。

や
駐
車
禁
止
場
所
の
拡
大

段
取
品
開
制
止
場
所
が
ふ
え
、
事

の
お
側
附
に
コ
マ
五
メ
ー
ト
ル
以

ト
ん
の
余
地
が
な
け
れ
ば
駐
燃
で

ぎ
な
く
な
る
の
を
は
じ
め
、
道

路
m
w
M
外
に
内
が
け
ら
れ
れ
仏
後
隊
凶
閣

総
枕
料
h
r
隊
、
川
県
山
仰
の
山
川
入
門
川
か

ら
一
一
一
メ
ー
ト
ル
以
内
、
漁
協
式

事
淡
ぬ
か
ら
沢
メ
ー
ト
ル
以
内

の
附
明
部
川
も
析
し
く
け
開
山
耶
が
川
広
広

さ
れ
笈
ナ
。

b
V
逐
転
換
地
別
措
偶
知
械
の
疑
問
鴇

第
一
級
巡
転
免
め
が
、
九
?
の

十
日
出
総
か
ら
大
刻
、
普
通
、
持

殊
、
三
品
柄
、
一
一
輪
、
殺
の
六
種

類
と
な
り
、
こ
れ
に
新
し
く
免

許
が
必
獲
に
な
っ
た
第
一
後
、

総
一
…
磁
原
動
機
付
自
転
事
免
許

な
加
え
、
一
約
八
鐙
綴
と
な
h
ソま

ず
。
こ
の
た
め
小
制
叫
ん
潟
訓
間
約
総

品
川
渋
川
併
後
滋
免
鮮
へ
入
れ
ら
れ

品
川
時
昨
年
令
も
お
γ
の
ふ
!
大
寸
以
上

が
十
人
才
以
上
に
、
物
船
…
蛸
槻
添

削
制
限
付
門
向
門
ぃ
一
制
緩
必
然
も
十
州
問
才

以
上
が
十
点
才
以
上
げ
い
れ
設
ム

げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
第
一
一
後

免
許
も
A
r
均
五
綴
槻
加
が
十
八
附
誠
、

督
泊
、
以
後
、
冷
静
納
m
w
m
制
緩
淡

に
糾
紙
調
伐
さ
れ
ま
す
u

夏
休
み
後
の
青
少
年
に

こ
ん
な
徴
候
は
な
い
か

九
月
は
楽
し
い
夏
休
み
も
終

っ
て
、
少
年
た
ち
に
と
っ
て
は

鈎
強
心
季
節
と
ん
は
り
ま
す
が
、

こ
の
よ
や
簡
に
は
、
万
一
休
み
中
の

山川排出山
γ詳
し
い
次
人
関
係
あ
る

い
は
出
来
事
の
た
め
に
、
一
お

の
少
年
は
、
紛
糾
問
や
炊
事
な
お

ろ
そ
か
に
し
た
り
、
な
ま
け
端
部

が
つ
い
て
不
良
、
化
ず
ら
綴
肉
も

あ
り
ま
す
の
℃
、
に
の
時
的
制
件
付

山
ぷ
協
や
小
川
氏
、
同
州
、
少
年
胸
間
滋

w
h
大
き
な
関
心
が
は
ら
わ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
大
切
な
待
問

で
ナ
ω

少
年
浅
川
伊
不
良
化
し
て

行
く
と
き
は
、
次
の
よ
う
な
白
川

が
め
だ
っ
て
き
ま
す
の
で
、
こ

の
よ
う
な
挙
が
討
に
つ
き
ま
し

た
ら
竿
く
そ
の
芽
な
つ
み
絞
る

方
法
が
講
じ
ら
ね
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
a

は
殺
到
州
制
相

手
と
し
て
、
学
校
の
先
生
や
警

察
の
少
年
拐
訣
一
刻
と
速
神
荷
役
と

っ
て
善
導
す
る
こ
と
も
一
つ
の

方
法
で
す
が
、
何
よ
り
も
ま
づ

家
庭
の
や
わ
ら
か
い
ふ
ん
い
き

で
、
少
年
の
気
持
を
溢
あ
て
や

る
こ
と
こ
そ
国
家
獲
の
方
淡
で
あ

ろ
う
と
用
品
わ
れ
ま
す
。

ウ
H

笈
休
み
山
叩
に
で
き
た
学
友
以

外
む
交
友
間
関
係
が
切
れ
ず
、

相
手
が
止
吋
々
一
誘
い
に
き
て
、

か
く
れ
る
よ
う
に
し
て
潟
て

行
く
。
制
作
品
止
と
め
だ
的
怖
の
出
場

合
に
は
郵
僚
と
か
港
設
に
対

し
て
非
常
に
数
時
給
に
な
る
。

脅
ル
悼
み
ん
聞
に
く
ら
べ
て
、
持
ナ
淡

か
ら
の
一
制
服
ん
気
持
…
僚
が
不
調
渦
郊

に
な
る
、
あ
る
い
は
議
日
付
の

よ
う
に
お
そ
く
然
匁
ず
る
。

交
け
開
放
の
数
緩
や
役
務
を
ゑ
け

る
よ
う
に
な
号
、
ま
た
伸
襲

っ
て

ノ
仏
、
マ
九
》

mw

a

ヘ》九w
n
v

みH
気
ど
っ
た
号
、
に
や
け
た
り

開
設
開
設
絞
っ
た
ち
す
る
。

女
畿
の
開
悩
ち
ん
旬
開
仇
で
関
駅
以
布
凌
気
に

'レ
U
M
お
a
J

。

:
ー
も

み
ば
排
出
砕
維
持
誌
な
ど
を
・
か
く
し
て
議

み
ふ
け
っ
た
9
す
る
。

交
う
そ
そ
っ
く
官
す
が
多
〈
た
る

みH
疑
わ
し
い
仙
刊
を
持
つ
よ
う
に

な
る
。

安
濯
や
タ
パ
コ
を
覚
え
る
。

合
金
援
い
が
笈
く
な
る
。

常
一
小
務
庁
階
、
一
小
必
婆
な
も
の
を

坊
対
つ
よ
う
に
な
る
。

て

く的

一一紋一…
2
5
j
w
 

rc
一…

…一{家一一

……露一…

品
杭
に
な
っ
て
ま
い
た
ネ
ギ
や

ヌ
ネ
ギ
持
品
、
涼
し
く
な
る
と
、

い
ろ
い
ろ
な
病
気
が
出
て
き
ま

す
。
ま
た
、
笈
を
柿
枯
し
た
ネ
ギ

も
緩
い
う
ち
に
ふ
っ
て
い
た
約

父
が
淡
時
期
を
隅
開
始
し
ま
す
。
次

に
ζ
れ
ら
の
病
気
と
予
訪
に
つ

いr
て
総
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

欄
機
柑
戦
時
前

品
杭
に
一
部
材
不
く
似
る
約
内
消
は

ネ
ギ
の
問
桃
山
間
糾
仲
間
明
、
、
緩
め
蹴
附
分

に
緩
急
明
、
地
悦
m
門
脇
市
な
い
し
紛
梢
税

務的
V

液
凝
が
明
、
設
、
一
品
化

γ
チ

絞
め
中
〈
き
さ
に
な
り
、
ん
削
減
の

上
に
は
燥
の
よ
う
な
カ
ピ
け
か
小
中

え
て
き
ま
す
。
ネ
ギ
の
楽
は
、

こ
の
急
対
凝
の
上
下
に
回
悼
ん
く
線
状

に
枯
れ
、
約
済
部
か
ら
同
川
れ
易

く
な
ち
ま
す
。

こ
の
病
気
の
約
係
体
は
、
カ

ピ
の
絵
師
矧
で
、
被
害
を
受
け
た

薬
に
そ
の
ま
ま
残
っ
て
年
配
越

し
ま
す
。
約
百
出
体
が
作
物
の
体

V
M

庶
民
入
す
る
の
は
、
十
張
に
傷
が

あ
る
と
き
湖
沼
い
夙
の
出
品
n
を
受
け

た
と
き
、
山
丹
市
山
の
被
害
を
受
け

た
と
き
、
約
の
多
い
と
き
な
と

に
発
病
し
易
い
傾
向
が
あ
り
ま

計

y
o

ネ
ギ
、

こひ:あ事現広

一
ネ
ギ
の
病
・
-ph

そ

の

防

除

の

方

法

と
の
病
気
を
防
ぐ
に
は
、
前

年
ネ
ギ
を
作
っ
た
と
と
ろ
に
ネ

ギ
を
作
る
の
を
避
け
、
苗
を
丈

夫
に
作
る
と
と
が
発
病
を
軽
く

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た

六
i
穴
式
ボ
ル
ド
ウ
液
朝
間
水
銀

剤
の
問
問
百
倍
地
問
を
十
日
か
ら
一
一

閣
制
的
お
き
に
散
布
す
る
と
脊
品
加

で
す
。
そ
の
場
合
、
日
開
策
剰
を

Nwf加
川
附
ナ
る
よ
う
に
し
て
下

火、ぃ。
ベ

ト

総

ベ
ト
仰
は
、
ネ
ギ
と
ヌ
ネ
ギ

的
m
bに
徐
州
州
し
、
休
刊
に
叩
点
字

M
T
に
被
災
が
ひ
ど
く
、
ヤ
ぷ
ネ
ギ

机
削
減
の
仙
川
叫
川
町
介
成
功
会
心
丸
山
椛
ず

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
病
公
に
か
か
る
と
、
防
相

円
形
ま
た
は
紡
綴
料
貯
の
山
総
援
が

で
き
、
は
じ
め
う
す
い
黄
色
で

で
す
が
後
に
そ
の
よ
に
、
灰
色

か
ら
黒
色
め
カ
ど
が
で
き
、
後

市
川
口
を
受
付
た
士
駅
前
捻
、
ヲ
ナ
晶
虫
色
に

な
0
お
れ
て
き
ま
す
。
ホ
ギ
も

収
穫
が
下
り
品
質
も
怒
下
し
ま

す
が
、
玄
ネ
ギ
は
支
の
太
れ
ツ
日
一
ハ

ム
ハ
日
に
も
銭
的
問
叫
し
、
的
川
向
践
然
を
怒

く
し
ま
す
。
出
例
措
服
仕
作
法
力
ど
の

一
殺
で
、
後
山
川
凶
作
品
仰
の
渓
と
か
、

附吋芳子仮
谷

玄
bu

h
v
~
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2事11~30 !l

土
じ
よ
う
中
で
冬
を
締
結
す
ほ
か

種
子
に
も
つ
い
て
刊
級
事
ま
す
。

比
絞
品
開
皆
様
の
と
き
、
添
付
伊
院
内

っ
て
湿
度
が
高
い
と
き
、
淡
水

田
叫
通
し
の
惑
い
開
場
合
同
h

多
く
発

生
し
ま
す
。

仲
間
体
怖
は
、
逮
件
げ
を
時
泣
け
愛
子

を
岡
田
出
陣
添
察
す
る
と
と
も
宥
品
別

約
一
で
す
。
ま
た
、
ボ
ル
ド
ウ
液
、

銅
剣
氷
創
設
後
燃
す
る
と
と
も
有

効
的
引
だ
す
。
制
期
浴
田
村
当
ち
の
よ

い
、
臨
夙
滋
し
の
あ
る
湾
銀
を
滋

ぶ
の
が
ふ
〈
同
判
明
、
す
む

描

縮

時

約

機常災地問
mm
制
貯
の
ふ
く
れ
れ
ん
脚
報

ぷ
が
で
き
、
取
伐
泌
が
絞
れ
て
・
問
中

か
ら
物
拠
品
い
い
帆
仰
が
ぶ
て
き
ま
す

こ
の
純
明
神
林
儲
問
問
陣
織
の
路
子
で
、

こ
れ
が
淡
鮎
献
し
出
問
ぬ
品
設
相
絡
し
安

ナ
。
た
抗
戦
品
別
級
制
撤
で
地
判
然
し
、

驚
滋
十
…
汚
か
ら
十
一
一
丸
に
か

け
て
時
間
発
が
噌
臨
み
ま
す
。
隊
創
府

知抑
hH-
を
す
る
と
東
洋
的
怖
が
多
く
、

義
弔
す
る
さ
い
は
燃
料
の
絡
し

方
に
気
を
つ
け
る
ζ
と
が
火
切

で
す
。
相
出
制
梢
悼
悼
大

i
六
式
ボ
ル

ド
ウ
液
が
有
効
で
す
。

以
上
、
ど
の
病
気
も
秋
に
多

く
発
病
を
見
ま
す
と
、
翌
年
春

に
大
発
生
を
し
ま
す
。
そ
し
て

一
度
発
病
し
は
じ
め
ま
す
と
、

双
山
剤
散
翁
安
頻
繁
に
し
て
も
な

か
な
か
交
念
紡
幹
部
が
困
難
と
な

ち
ま
す
。
そ
の
た
め
、
発
病
し

そ
う
な
と
き
は
、
予
防
的
に
務

会
か
け
る
ζ
と
が
必
獲
で
す
。

も
し
発
然
食
絞
め
た
ら
で
き
る

だ
け
学
〈
後
刺
激
お
な
す
る
ζ

と
が
肱
川
、
後
マ
ナ
。
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